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表2- 1. 主な国内線各空港間の距離（単位： マイル） 
東京（羽田空港）と国内各都市との距離（マイル数）
札幌 511 庄内 218 広島 414 佐賀 583
稚内 680 山形 190 山口宇部 509 大分 498
女満別 610 大島 73 鳥取 328 熊本 568
旭川 576 三宅島 114 米子 384 長崎 609
根室中標津 605 八丈島 177 石見 473 宮崎 560
釧路 555 富山 176 高松 354 鹿児島 601
函館 424 能登 206 徳島 328 沖縄 984
青森 359 小松 211 松山 438 石垣 1,228
秋田 280 大阪 278 高知 393 宮古 1,157
大館能代 314 岡山 355 福岡 566 久米島 1,018

東京（成田空港）と国内各都市の距離（マイル数）
札幌 511 名古屋 181 大阪 278

大阪（関西空港）と国内各都市との距離（マイル数）
札幌 667 仙台 395 松山 161 長崎 332
稚内 821 新潟 313 高知 121 宮崎 294
女満別 797 富山 176 福岡 289 鹿児島 331
函館 578 東京 278 大分 221 沖縄 740
庄内 381 高松 76 熊本 292 宮古 907

石垣 974

大阪（伊丹空港）と国内各都市との距離（マイル数）
札幌 667 石見 203 福岡 289 長崎 332
大館能代 475 高松 76 佐賀 306 宮崎 294
仙台 395 松山 161 大分 221 鹿児島 331
東京 278 高知 121 熊本 292 沖縄 740
成田 278

名古屋と国内各都市との距離（マイル数）
女満別 712 青森 439 福岡 386 宮崎 392
旭川 659 秋田 353 佐賀 405 鹿児島 430
札幌 588 仙台 299 大分 320 沖縄 832
函館 498 新潟 223 熊本 391 石垣 1,070

松山 260 長崎 431  

札幌（千歳空港）と国内各都市との距離（マイル数）
稚内 170 仙台 336 広島 749 松山 792
ｵﾎｰﾂｸ紋別 135 福島 401 岡山 709 高知 778
根室中標津 178 新潟 369 山口宇部 830 福岡 883
女満別 148 富山 493 米子 680 鹿児島 972
庄内 301 小松 530 高松 722 沖縄 1,398

札幌（丘珠空港）と国内各都市への距離（マイル数）
稚内 170 根室中標津 178 函館 90 釧路 136
ｵﾎｰﾂｸ紋別 135

仙台と国内各都市との距離（マイル数）  
青森 186 小松 276 広島 513 松山 548
福岡 665

広島と国内各都市との距離（マイル数）
函館 664 青森 615 宮崎 196 鹿児島 223
石垣 872

福岡から国内各都市への距離（マイル数）
釧路 989 富山 436 対馬 81 沖縄 537
秋田 680 小松 390 五島福江 113 石垣 741
福島 616 松山 131 宮崎 131
新潟 572 壱岐 44 鹿児島 125

沖縄から国内各都市への距離（マイル数）
仙台 1,130岡山 690 高松 677 宮崎 455
福島 1,068広島 650 大分 560 鹿児島 429
新潟 1,052松山 607 熊本 494 宮古 177
小松 873 高知 622 長崎 484 石垣 251 

 Web http://www.jal.co.jp/ Web http://www.ana.co.jp/ 2008 7 31  
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表 2- 2. 主な国内線各空港間における飛行機利用に伴うGHG排出量（単位： kg- CO2） 
東京（羽田空港）と国内各都市との間の飛行機利用に伴うCO2排出量（kg-CO2）

札幌 104.4庄内 44.6広島 84.6佐賀 119.2
稚内 139.0山形 38.8山口宇部 104.0大分 101.8
女満別 124.7大島 14.9鳥取 67.0熊本 116.1
旭川 117.7三宅島 23.3米子 78.5長崎 124.5
根室中標津 123.7八丈島 36.2石見 96.7宮崎 114.5
釧路 113.4富山 36.0高松 72.4鹿児島 122.8
函館 86.7能登 42.1徳島 67.0沖縄 201.1
青森 73.4小松 43.1松山 89.5石垣 251.0
秋田 57.2大阪 56.8高知 80.3宮古 236.5
大館能代 64.2岡山 72.6福岡 115.7久米島 208.1

東京（成田空港）と国内各都市との間の飛行機利用に伴うCO2排出量（kg-CO2）

札幌 104.4名古屋 37.0大阪 56.8

大阪（関西空港）と国内各都市との間の飛行機利用に伴うCO2排出量（kg-CO2）

札幌 136.3仙台 80.7松山 32.9長崎 67.9
稚内 167.8新潟 64.0高知 24.7宮崎 60.1
女満別 162.9富山 36.0福岡 59.1鹿児島 67.7
函館 118.1東京 56.8大分 45.2沖縄 151.2
庄内 77.9高松 15.5熊本 59.7宮古 185.4

石垣 199.1

大阪（伊丹空港）と国内各都市との間の飛行機利用に伴うCO2排出量（kg-CO2）

札幌 136.3石見 41.5福岡 59.1長崎 67.9
大館能代 97.1高松 15.5佐賀 62.5宮崎 60.1
仙台 80.7松山 32.9大分 45.2鹿児島 67.7
東京 56.8高知 24.7熊本 59.7沖縄 151.2
成田 56.8

名古屋と国内各都市との間の飛行機利用に伴うCO2排出量（kg-CO2）

女満別 145.5青森 89.7福岡 78.9宮崎 80.1
旭川 134.7秋田 72.1佐賀 82.8鹿児島 87.9
札幌 120.2仙台 61.1大分 65.4沖縄 170.0
函館 101.8新潟 45.6熊本 79.9石垣 218.7

松山 53.1長崎 88.1  

札幌（千歳空港）と国内各都市との間の飛行機利用に伴うCO2排出量（kg-CO2）

稚内 34.7仙台 68.7広島 153.1松山 161.9
ｵﾎｰﾂｸ紋別 27.6福島 82.0岡山 144.9高知 159.0
根室中標津 36.4新潟 75.4山口宇部 169.6福岡 180.5
女満別 30.2富山 100.8米子 139.0鹿児島 198.7
庄内 61.5小松 108.3高松 147.6沖縄 285.7

札幌（丘珠空港）と国内各都市との間の飛行機利用に伴うCO2排出量（kg-CO2）

稚内 34.7根室中標津 36.4函館 18.4釧路 27.8
ｵﾎｰﾂｸ紋別 27.6

仙台と国内各都市との間の飛行機利用に伴うCO2排出量（kg-CO2）

青森 38.0小松 56.4広島 104.9松山 112.0
福岡 135.9

広島と国内各都市との間の飛行機利用に伴うCO2排出量（kg-CO2）

函館 135.7青森 125.7宮崎 40.1鹿児島 45.6
石垣 178.2

福岡と国内各都市との間の飛行機利用に伴うCO2排出量（kg-CO2）

釧路 202.1富山 89.1対馬 16.6沖縄 109.8
秋田 139.0小松 79.7五島福江 23.1石垣 151.5
福島 125.9松山 26.8宮崎 26.8
新潟 116.9壱岐 9.0鹿児島 25.5

沖縄と国内各都市との間の飛行機利用に伴うCO2排出量（kg-CO2）

仙台 231.0岡山 141.0高松 138.4宮崎 93.0
福島 218.3広島 132.9大分 114.5鹿児島 87.7
新潟 215.0松山 124.1熊本 101.0宮古 36.2
小松 178.4高知 127.1長崎 98.9石垣 51.3 
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a：当該旅客の移動距離
（人・km）を把握する

e：当該顧客が乗車した

鉄道会社の動力・燃料の
平均排出係数を利用す
る

レベル3

e：当該顧客が乗車した

鉄道会社の動力・燃料の
平均排出係数を利用す
る

レベル2

YES

YES

NO

d：鉄道会社全体の全国
平均燃料消費率（人・km

あたり）を利用する

f： 鉄道会社全体の動

力・燃料の全国平均標準
排出係数を利用する

レベル1

NO

b：当該旅客が乗車

した車両タイプの燃
料消費率（人・kmあ
たり）が計算/入手で

きるか

c：当該旅客が乗車

した鉄道会社の燃料
消費率（人・kmあた
り）が計算/入手でき

るか

 

図3. 旅客鉄道（JR 新幹線、JR 在来線、私鉄、地下鉄）利用分の排出量を算定する際のデ

シジョンツリー 

 

( ) ꜠ⱬꜟ↔≤─  

a, b, céf 3

 

 

【レベル 1】 

GHG   a × d × GHG f ........................ 9  

 

a： 旅客移動距離 

3 3

 

 

表3. 主な駅間の移動距離 

  

km  

  

km  

 552.6  351.8 

JR  10.3 JR  47.4 

 7.9 JR  39.2 

JR  28.8 JR  30.3 

JR  12.7 JR  79.2 
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d： 燃料消費率  
8 9

km 0.023kWh/

km 0.011MJ/ km  

 

f： GHG排出係数  

CO2

4

GHG

 

 

表4. 電力事業者ごとのCO2 排出係数 
 kg-CO2/kWh  kg-CO2/kWh 

)☻◒♇꜠כ▬ 0.479   )  0.429 

 0.441 ◄Ⱡ◘כⱩ( )  0.423 

 0.339 ◄Ⱡ♇♩ 0.441 

)כfiⱤ꞉כꜞ◓ 0.481  )  0.289 

 0.457 ♄▬ꜘ⸗fi♪Ɽ꞉כ( ) 0.432 

 0.338 ⱨ□0.292 ◖☻◄♩☻כ 

 0.368  0.507 

 0.375     

 10 

 

GHG 5  

 

表5. 主な駅間にかかるGHG排出量11 
 GHG  

kg-CO2  

 GHG  

kg-CO2  

 6.91   4.40  

JR  0.14  JR  0.63  

 0.10  JR  0.52  

JR  0.38  JR  0.40  

JR  0.17  JR  1.05  

 

                                            
8
 Web http://toukei.mlit.go.jp/

17  18,897,622 kWh  248,211k  391,215

km  
9
 km

 10,016,798 km  11,468,305 km 0.466  
10

 

http://www.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/material/itiran.pdf 
11

 CO2 0.555kg-CO2/kWh CO2 0.0187kg-C/MJ
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【レベル 2】 

GHG   a × c × GHG e ...................... 10  

 

a： 旅客移動距離 

1  

 

c： 燃料消費率 

km

6  

 

表6. 主な鉄道会社別の燃料消費率 
    

km  

 

JR   11.5 kWh  18,874   0.061kWh/ km 

 - - - 

JR   30.2 kWh 107,268   0.028kWh/ km 

 28,940k  107,268 10.306MJ/ km 

   5.3 kWh  16,507   0.032kWh/ km 

 - - - 

   3.6 kWh   9,577   0.038kWh/ km 

 - - - 

   3.7 kWh  10,623   0.035kWh/ km 

 107k   10,623   0.385MJ/ km 

 Web 17  

 

e： GHG排出係数  

1  

 

【レベル 3】 

GHG   a × b × GHG e...................... 11  

 

a： 旅客移動距離  

1  

 

b： 燃料消費率 

km



 

 21 

 

 

e： GHG排出係数  

1  
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GHG  

 

( ) ─ ⌂ ⅎ  

GHG 12 13 2

 

 

【燃料法】 

GHG    ×  × GHG  ................................ 12  

 

【燃費法】 

GHG      ×  × GHG  ........ 13  

 

( ) ♦◦☺ꜛfi♠ꜞכ 
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YES

c： 国内の乗用車/業

務用車両の平均走行
距離の標準値を利用
する

f：温対法に基づく使用

燃料（ガソリン、軽油
等）の単位発熱量を利
用する

レベル3

f：温対法に基づく使用

燃料（ガソリン、軽油
等）の単位発熱量を利
用する

f：温対法に基づく使用

燃料（ガソリン、軽油
等）の単位発熱量を利
用する

レベル2

e：省エネ法に基づく、

車両重量区分ごとの
燃費基準値を利用す
る

レベル1

YES

NO

NO

NO

YES

g：温対法に基づく使

用燃料（ガソリン、軽油
等）の排出係数を利用
する

g：温対法に基づく使

用燃料（ガソリン、軽油
等）の排出係数を利用
する

g：温対法に基づく使

用燃料（ガソリン、軽油
等）の排出係数を利用
する

a：当該自動車の

一定期間の使用燃
料タイプ及び使用
量が分かるか

b：当該自動車の

一定期間の走行距
離（台・km）が分か

るか

d：当該車種の燃

料消費率が分かる
か（実走行燃費）

 

図4. 自動車利用分の排出量を算定する際のデシジョンツリー 

 

( ) ꜠ⱬꜟ↔≤─  

a, b, cég 4

 

 

【レベル1】 

GHG    

 b or c  e × f × GHG g ....... 14  

 

b or c： 走行距離  

b 1

2  

c 18
13  

1 1 1

km 1

1 1 km 7  

 

 

 

                                            
13

 Web http://toukei.mlit.go.jp/  
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表7. 自動車（自家用）のタイプ別実働1 日 1 車当たりの走行km等 

  

        

km 75.62 38.73 75.26 27.77 31.97

53.65 3.63 1.60 3.57 2.47

km 1.41 10.67 47.04 7.78 12.94 
18  

 

e： 燃料消費率 

18 14

8  

 

表8. 自動車（自家用）の燃料別の燃料消費率 

  

        

k m / 5 . 5 6 9 . 0 9 9 . 0 91 1 . 1 11 1 . 1 1

k m / 6 . 2 5 9 . 0 9 7 . 1 4

k m /  

 18  

 

f： 単位発熱量 

LPG  34.6GJ/k  

38.2GJ/k LPG  50.2GJ/t  

 

g： GHG排出係数  

LPG  0.0671t-CO2/GJ  

0.0686t-CO2/GJ LPG  0.0598t-CO2/GJ  

 

1 1 GHG 9  

 

 

 

 

 

                                            
14

 Web http://toukei.mlit.go.jp/  
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表9. 自動車（自家用）を1 日15使用した場合の1 人当たりの燃料別の GHG排出量 

  

        

GHG kg-CO2 0.59 2.72 12.01 1.63 2.70

k g - C O2 0 . 5 9 3 . 0 81 7 . 2 6

k g - C O2  

 

【レベル2】 

GHG   b  d × f × g ........ 15  

 

b： 走行距離 

1  

 

d： 燃料消費率  

1

 

 

f： 単位発熱量  

1  

 

g： GHG排出係数  

1  

 

【レベル3】 

GHG   a × f × GHG g .......................... 16  

 

a： 燃料使用量  

1

 

 

f： 単位発熱量  

1  

 

g： GHG排出係数  

1  

                                            
15

 1 7 1 1 1 1
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○ⱨ▫☻  Ɽ♁◖fi⁸◘כⱣ 

( ) GHG ─  

1 GHG

GHG  

GHG

GHG

GHG  

 

【今後の検討事項】 

ü 

x86

x86 500Wh

 

 

( ) ─ ⌂ ⅎ  

GHG 17

18 2

 

 

GHG    × GHG  ........................................................... 17  

 

GHG    ×  × GHG  .................................... 18  

 

( ) ♦◦☺ꜛfi♠ꜞכ 

5  
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YESa：当該個別機器あ

るいは機器の集合体
の一定期間の電力使
用量が分かるか

c：パソコンの国内平均利
用時間（家庭/オフィス）の

標準値を利用する

f： 温対法に基づく電気

の排出係数を利用する
レベル3

d：当該機器の消費

電力が分かる

f： 温対法に基づく電気

の排出係数を利用する

f： 温対法に基づく電気

の排出係数を利用する
レベル2

e：省エネ法に基づく電

子計算機の区分ごとに
本ガイドラインで設定さ
れた消費電力標準値を
利用する

レベル1

YES

NO

b：当該機器の一定

期間の実稼働時間が
分かるか

NO

NO

YES

 

図5. オフィス機器（パソコン、サーバ）の排出量を算定する際のデシジョンツリー 

 

( ) ꜠ⱬꜟ↔≤─  

a, b, céf 5

 

 

【レベル 1】 

GHG   b or c × e × GHG f ....................... 19  

 

b or c： 実稼働時間（単位：時間） 

b

24

 

c

ECCJ  1 15 10 5

 1 9 3.5 5.5  

 

e： 消費電力（単位：ワット, W） 

10  
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表10. パソコン及びサーバの消費電力標準値 
 W  W  

1   1   

1 16 - - 12,000.0 4,380,000 

2  

PC+LCD17 

171.7 62,508    473.2   113,568 

3 LCD PC 106.4 38,739    293.2    70,368 

4 PC 

LCD14.1  

 51.5 18,734    141.2    33,876 

5 PC 

LCD14.1  

 27.6 10,039     77.0    18,468 

 Web  

 

f： GHG排出係数 

10

0.39kg/kWh18

CO2 2

 

 

1 1 GHG

11  

 

表11. パソコン及びサーバのGHG排出量標準値19 

 kg-CO2  kg-CO2  

1  1  1  1  

1  - - 6.66 2,430.90 

2  

PC+LCD 

0.10 34.69 0.26    63.03 

3 LCD PC 0.06 21.50 0.16    39.05 

4 PC 

LCD14.1  

0.03 10.40 0.08    18.80 

5 PC 

LCD14.1  

0.02 5.57 0.04    10.25 

 

 

 

                                            
16

 x86

x86 500Wh  
17

 LCD liquid crystal monitor  
18

 Web

http://www.jccca.org/component/option,com_docman/task,doc_details/gid,758/Itemid,622/ 
19

 CO2 0.555kg-CO2/kWh  
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【レベル 2】  

GHG   b × d × GHG f .............................. 20  

 

 

b： 実稼働時間  

 

 

d： 消費電力 

 

 

f： GHG排出係数 

1

 

 

【レベル3】 

GHG   a × GHG f ....................................................... 21  

 

a 電力消費量  

 

 

f GHG排出係数  

1
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○ⱨ▫☻  ◖Ⱨכ ⁸ⱪꜞfi♃ 

( ) GHG ─  

1 GHG

GHG  

GHG

GHG

 

 

( ) ─ ⌂ ⅎ  

GHG 22  

23 2

 

 

GHG    × GHG   ......................................................... 22  

 

GHG    ×  × GHG  .................................... 23  

 

( ) ♦◦☺ꜛfi♠ꜞכ 

6  
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YES

a：当該個別機器あ

るいは機器の集合体
の一定期間の電力使
用量が分かるか

c：コピー機、プリンタの
平均利用時間（家庭/オ

フィス）の標準値を利用
する

f： 温対法に基づく電気

の排出係数を利用する
レベル3

d：国際エネルギース

タープログラムに基
づく当該機器の消費
電力量が分かる

f：温対法に基づく電気の

排出係数を利用する

f： 温対法に基づく電気

の排出係数を利用する
レベル2

e：機能区分ごとに本ガ

イドラインで設定された
消費電力標準値を利用
する

レベル1

YES

NO

b：当該機器の一定
期間の主電源オン/オ

フ時間が分かるか

NO

NO

YES

 

図6. オフィス機器（コピー機、プリンタ）の排出量を算定する際のデシジョンツリー 

 

( ) ꜠ⱬꜟ↔≤─  

a, b, céf 6

 

 

【レベル 1】 

GHG   c × e × GHG f ............................... 24  

 

c： 実稼働時間 

TEC 20 1 12

 

 

e： 消費電力 

12  

 

 

 

 

 

 

                                            
20

1 / 5 / 2 TEC

Wh TEC  
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表12. コピー機、プリンタの消費電力標準値 

 TEC kWh  

  9.65 

  5.09 

  5.46 

 10.43 

 -

Web A2 406mm

A4 210 406mm

 

 

f： GHG排出係数 

10

0.39kg/kWh21

 - CO2 2

 

 

1 GHG 13  

 

表13. コピー機、プリンタのGHG排出量標準値（1 週間あたり）22 

 GHG kg-CO2  

 5.36 

 2.82 

 3.03 

 5.79 

 

【レベル 2】 

GHG   b × d × GHG f .............................. 25  

 

b： 実稼働時間 

/  

 

 

                                            
21

 Web

http://www.jccca.org/component/option,com_docman/task,doc_details/gid,758/Itemid,622/ 
22

 CO2 0.555kg-CO2/kWh  
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d： 消費電力 

 

 

f： GHG排出係数 

1

 

 

【レベル 3】 

GHG   a × GHG f ....................................................... 26  

 

a： 電力消費量 

 

 

f： GHG排出係数 

1
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 GHG  

( ) GHG ─  

GHG

LPG GHG

GHG  

GHG

GHG

 

 

( ) ─ ⌂ ⅎ  

GHG  

 

GHG   Ɇ  × GHG   

+ Ɇ  × GHG   

+ Ɇ  × GHG  ............................................... 27  

 

( ) ♦◦☺ꜛfi♠ꜞכ 

7  

 

YES
a：当該家庭におけ
るCO2排 出 源 の個

別使用・廃棄データ
が入手できるか

b：温室効果ガスインベ

ントリオフィスの公表数
値を利用する

c：当該家庭の地域

を考慮した排出係数
が入手できるか

レベル3

d：温対法に基づく各排

出源の排出係数を利用
する

レベル2

YES

NO

NO

レベル1

 

図7. 家庭における総排出量を算定する際のデシジョンツリー 
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( ) ꜠ⱬꜟ↔≤─  

a, b, c, d 7

 

 

【レベル 1】 

GHG   GHG b.......................................... 28  

 

b： 総排出量の標準値 

GHG

GHG  

 

2006 GHG 5,300kg-CO2 2006

1 GHG 2,081kg-CO2  

 

【レベル.2】 

GHG   Ɇ a1 × GHG d1   

+ Ɇ a2 × GHG d2   

+ Ɇ a3 × GHG d3  ...................................... 29  

 

a： 排出源別使用・廃棄量 

 

 

d： GHG排出係数 

10

0.39kg/kWh23

CO2

2

 

 - 

                                            
23

 Web

http://www.jccca.org/component/option,com_docman/task,doc_details/gid,758/Itemid,622/ 
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GHG 3  

 

【レベル 3】 

GHG  Ɇ a1 × GHG c1   

+ Ɇ a2 × GHG c2   

+ Ɇ a3 × GHG c3  ....................................... 30  

 

a： 排出源別使用・廃棄量 

 

 

c： GHG排出係数 

1

3  
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ₒ ₓ 

GHG─ GWP  

GHG GWP  

 

付表 1. 各 GHGの地球温暖化係数（GWP） 
  

 CO2 1 

 CH4 21 

 N2O 310 

 HFC  

  HFC-23 11,700 

 HFC-32 650 

 HFC-41 150 

1 1 1 2 2-  HFC-125 2,800 

1 1 2 2-  HFC-134 1,000 

1 1 1 2 -  HFC-134a 1,300 

1 1 2-  HFC-143 300 

1 1 1-  HFC-143a 3,800 

1 1-  HFC-152a 140 

1 1 1 2 3 3 3-  HFC-227ea 2,900 

1 1 1 3 3 3-  HFC-236fa 6,300 

1 1 2 2 3-  HFC-245ca 560 

1 1 1 2 3 4 4 5 5 5-  HFC-43-10mee 1,300 

 PFC  

  PFC-14 6,500 

 PFC-116 9,200 

 PFC-218 7,000 

 PFC-31-10 7,000 

 PFC-c318 8,700 

 PFC-41-12 7,500 

 PFC-51-14 7,400 

 SF6 23,900 

 IPCC 2  

GWP
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⌂ ⌐ ℮ CO2  

CO2  

 

付表１．電力事業者ごとのCO2 排出係数（平成18年度の実績値） 
 kg-CO2/kWh  kg-CO2/kWh 

)☻◒♇꜠כ▬ 0.479   )  0.429 

 0.441 ◄Ⱡ◘כⱩ( )  0.423 

 0.339 ◄Ⱡ♇♩ 0.441 

)כfiⱤ꞉כꜞ◓ 0.481  )  0.289 

 0.457 ♄▬ꜘ⸗fi♪Ɽ꞉כ( ) 0.432 

 0.338 ⱨ□0.292 ◖☻◄♩☻כ 

 0.368  0.507 

 0.375     

 24 

CO2

 

 

付表 2．主なエネルギー種のCO2 排出係数 
⌂◄Ⱡꜟ◑כ ─  CO2  

●☻ ●☻  LNG  2.08kg-CO2/m
3
 

ⱪ꜡Ɽfi●☻ ●☻  LPG  3.00kg-CO2/kg 

●♁ꜞfi 2.32kg-CO2/ℓ 

 2.62kg-CO2/ℓ 

 2.49kg-CO2/ℓ 

 15 

CO2

 

 

 

付表 3．その他のCO2 排出係数 
⌂  CO2  

 

⌐⅔↑╢GHG ╩ ╪≢™⌂™  
0.36kg-CO2/m

3
 

 

─ ⌐ ∆╢ CO2  
0.34kg-CO2/kg 

 JCCCA  18 6 25 

CO2

 

 

                                            
24

 

http://www.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/material/itiran.pdf 
25

 JCCCA Web http://www.jccca.org/component/option,com_docman/task,doc_details/gid,758/Itemid,622/ 
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─ ⅎ  

( ) ⌐≈™≡ 

 

5.7cm 5.70cm 5.65cm

5.75cm 5.695cm 5.705cm

2 2

3 2 3 4

3 1 0 0

0.65

2 26  

GHG

 

GHG

2  

 

( ) ─  

GHG

GHG CO2

234.52768km

GWP  

GHG

2 GHG

GHG

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            
26
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付表 2. 四則演算における有効桁数の考え方 

  

+   

  

153 + 2.4 = 155.4 

 

1 1 2 0.1 1

3 155  

  

  

153 - 147.4 = 5.6 

 

1 1 2 0.1 1

1 6  

×   

  

15 × 2.12 = 31.8 

 

1 2 2 3 2

32  

÷   

  

15 ÷ 2.12 = 7.075 

 

1 2 2 3 2

7.1  

 

【加算(＋)で桁数が増加した場合について】 

( )

 

 

983.3 3 1  + 82.2 2 1  

= 1065.5 4 1  

 

 

 

10.2 2 1  + 10.2  + 10  

=102 3 1  

 

× 2
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10.2 2 1  × 10 = 102 2 10  

 

 

 

 

3 518.2 + 457.1 + 8.02 = 983.32 1  

2 82.1 + 0.093 + 0.00884 = 82.20184 1  

983.32 + 82.20184 = 1065.52184 1  

Ÿ 1066 4  

 

 

 

 

 

 

 


